





学位授与番号 法博 第87 号
URL http://hdl.handle.net/10097/59459
と がし けし、 」
富樫景子
学位の種類博士(法学)
学位記番号法博第 8 7 号
学位授与年月日 平成 2 1 年 9 月 9 日
















る本法理の生成と発展の研究が重要であるとして、第 1 章第 1 節及び第 2節では、ドイツ
の判例及び学説における本法理の展開を考察するのである。
まず第 1 章第 1 節では、ドイツにおける判例の展開の分析と論評が行われている。そこ
では、まず、本法理の基本思想が、当初、ライヒ裁判所 1 892年 5 月 8 日決定や 192
5 年 1 2 月 1 7 日決定において過失犯の事例に適用され、その後、 1 9 3 5 年 1 2 月 1 7 
日決定や 1 939 年 4 月 2 1 日決定において故意犯の事例に適用されたこと、ただし、そ
れらの判決は、本法理の理論的根拠には論及していなかったことが明らかにされている。












第 1 章第 2 節では、ドイツにおける学説の展開が、 20 世紀以前と以後に分けて論じら
れている。 20 世紀以前の学説としては、まず、 トマス・アキナス、ベーマ一、プーフエ
ンドルフなどの学説の概要が紹介され、さらに、 1 8-1 9 世紀の種々のラント法の立場






たことが指摘される。他方、 2 0 世紀以降の学説の検討においては、「構成要件モデルJ
に対する疑問が生じたこと、すなわち、先行行為が可罰的行為の通常の要件を充たしてい
ないとして「構成要件モデ、ル」を鋭く批判したH ・ J ・ルシュカの見解、その影響を受け
たノイマンらによるいわゆる「例外モデ、ル」の台頭により、ドイツにおいては、本法理を
めぐる問題は、「構成要件モデ、ル」と「例外モデル」との対立の構図で捉えられるように
なったと論じられている。しかも、 1 988 年には、 M ・ヘッティンガーの不可罰説に立
つ本格的研究も著され、本法理をめぐる学説が百花練乱の様を呈するようになったところ
に、上記 1 996 年連邦通常裁判所決定が現れ、議論はさらに複雑化する情勢であると分
析されている。


































































次に、第 2 章第 1 節では、わが国で主張される「構成要件モデノレj における「正犯性ア
プローチJ と「実行行為性アプローチ」の分析とそれぞれの課題を提示し、その解決の端




























仙台部会大会において報告し、その要旨が刑法雑誌 4 8 巻 2 号 140 頁以下に掲載された
が、この報告が、法律時報 200 9 年 6 月号における特集「刑法典施行 100年」の中の
「責任論J (京都大学安田拓人教授)において取り上げられ、本法理に新たな地平を切り
開くものとして特に言及されていることも、本論文における研究内容が学界において注目
されていることの一証左であると言える。
上述したように、本論文は、現在の刑法学界の水準から見て、学界に大きく禅益するも
のと評価することができ、また、筆者が、若手研究者として今後も真撃な学問的姿勢を貫
き、本格的研究を続行するならば、わが国における刑法学の発展に大いに貢献し得るであ
ろうことは疑いない。
以上により、本論文を、博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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